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第２章 混成堤マウンドの被覆工 

 

 

2.1 概要 

混成堤࠾࡟けࡿ構造形式ࠕࠊࡣ参考図書p.393 第 5 編 第 2 章 2.2.7 混成堤 ࠊ࡟うࡼࡿࢀ示さࠖ࡟

自然条件ࠊ材料条件ࠊ施工条件ࠊ地盤特性ࠊ経済性等を考慮ࠊࡋ適ษࡢࡶ࡞を選定ࡿࡍこ࡜を原

則ࠋࡿࡍ࡜天端高ࡢ算定࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ背後ࡢ水域ࡢ利用等ࠊ求ࡿࢀࡽࡵ機能等を考慮࡚ࡋ決定

 ࠋࡿࡍ࡜を原則࡜こࡿࡍ

 混成堤ࠊࡣ捨石部࡟ୖࡢ直立壁を設けࠊ࡛ࡢࡶࡓ波高࡟比べ捨石ࡢ天端高ࡀ浅い場合ࡣ࡟傾斜

堤ࡢ機能࡟近くࠊ深い場合ࡣ࡟直立堤ࡢ機能࡟近くࠋࡿ࡞特徴ࠊࡣ࡚ࡋ࡜直立堤࡟比べ࡚荷重ศ

散ࡿࡁ࡛ࡀこࡽ࠿࡜比較的軟弱࡞地盤ࡶ࡟適用࡛ࡿࡁこࠊ࡜捨石部ࡢ厚さࡢ調整ࡾࡼ࡟水深࡟応

洗ࡀ捨石部࡚ࡗࡼ࡟波ࡓࡋ一方࡛堤体直立壁࡛反射ࠋࡿあࡀ長所ࡢ等ࡿࡁ࡛࡟断面࡞経済的࡚ࡌ

掘さࢀやࡍい࡜いう短所ࡀあࠋࡿ 

 

2.2 構造諸元の設定 

 

2.2.1 基礎マウンドの法面勾配 

法面ࡢ勾配ࠕࡣ参考図書 p.392 第 5 編 第 2 章 2.2.6 傾斜堤Ტ3Უ構造細目ࠖ࡟示さࡼࡿࢀうࠊ࡟

性能照査ࡾࡼ࡟決定ࠊࡀࡿࡍ一般的࡟港外側 1：2 程度ࠊ港ෆ側 1：1.5 程度࡛実施࡚ࡋいࡿ例ࡀ

多いࠋ 

 

2.2.2 基礎マウンド肩幅 

混成堤࠾࡟けࡿマウンࡢࢻ肩幅ࡘ࡟い࡚ࠕࠊࡣ参考図書 p.393 第 5 編 第 2 章 2.2.7 混成堤Ტ2Უ

構造細目ࠖ࡟示さࡼࡿࢀうࠊ࡟෇形ࡍべࡾ等࡟対࡚ࡋ安全性ࡀ確保࡛ࡿࡁ幅以ୖࡢ十ศ࡞長さ࡜

幅ࠊ個数ࡢࢡッࣟࣈ被覆ࡣ࡟場合ࡿあࡀ必要性ࡢ被覆ࡢࢻマウンࠊࡓまࠋࡿࡍ࡜を原則࡜こࡿࡍ

等を考慮࡟入ࡿࢀ必要ࡀあࠋࡿ 

࡟波形勾配等ࠊ高ࢻマウンࠊ࡜ࡿ࡜広く࡟肩幅を極端ࡢࢻい࡚捨石マウン࠾࡟港外側ࠊࡋࡔࡓ 

 ࠋࡿ必要࡛あࡀ注意࡞十ศ࡛ࡢࡿ࡞࡜発生原因ࡢ衝撃砕波圧ࠊࡣ࡚ࡗࡼ

表-2.1࡚ࡌ応࡟設計波高࡟一般ࠊࡣ肩幅ࡢࢻ基礎マウンࠊ࠾࡞  多ࡀス࣮ࢣࡿい࡚ࡗ行࡟うࡼࡢ

いࠋ 

 

表-2.1 基礎マウンࡢࢻ一般的࡞天端幅 

設計波高H 
基礎マウンࢻ肩幅 

港外側 港ෆ側 

H＜3.5m 3m 以ୖ 2m 以ୖ 

HӍ3.5m 5m 以ୖ 3m 以ୖ 

 

ࡓࢀ法࡛計算さࣉビショッࠊࡣ࡟場合ࡿ法を用いࣉ性能照査࡛ビショッࡢ偏心傾斜荷重ࠊ࠾࡞ 

所要ࡢ肩幅を満足ࡿࡍこ࡜を標準ࠋࡿࡍ࡜ 

 

2.3 波力に対する被覆ブロック等の安定質量 
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 波力まࡣࡓ流ࡢࢀ力࡟対ࡿࡍ被覆ࣟࣈッࡼ࠾ࢡび捨石等ࡢ所要質量ࠕࠊࡣ参考図書 p.97 第 2 編 

第 4 章 4.4 波力に対するȖロック等の安定質量 び捨石等ࡼ࠾ࢡッࣟࣈ被覆ࠊ࡟うࡼࡿࢀ示さࠖ࡟

 ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡍ算定࡟適ษࠊ࡚ࡌ応࡟び設置状況ࡼ࠾諸元ࠊ形状ࡢ

 

2.3.1 被覆ブロックの安定質量算定 

波力࡟対ࡿࡍ被覆ࣟࣈッࠊࢡ被覆材ࠊ捨石ࡢ安定質量ࠕࠊࡣ参考図書 p.97 第 2 編 第 4 章 4.4 波

力に対するȖロック等の安定質量ࠖ࡟示さࡼࡿࢀうࠊ࡟個々ࡢ安定性ࠊ࡟ࡶ࡜࡜施設全体ࡢ安定

性ࡼ࠾び機能性を考慮ࠊ࡚ࡋ適ษ࡟算定ࠋࡿࡍ一般的ࠊ࡟斜面ୖࣟࣈࡢッࢡ等ࡢ波力࡟対ࡿࡍ安

定質量ࠊࡣ式㸦1-2-1㸧ࡢハࢻソン式ࡾࡼ࡟算定ࠋࡿࡍまࠊࡓ水平面ୖ࡟置ࡓࢀ࠿被覆材ࡼࡢう࡞

KD値を用いࡓハࢻソン式ࡀ適用࡛࡞ࡁい場合ࠊࡣ式㸦1-2-2㸧ࡢ NS値を用いࡓハࢻソン式㸦ࣞࣈ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿࡍ算定࡚ࡗࡼ࡟(ネリ࣮式㸧1ࢻ࣭࣮ࢼࣈ

 

㸦1㸧 ハࢻソン式 

 

� = ����

�� 	
� � 
�� ��⁄ − 1�� (1-2-1) 

ここࠊ࡟ 

W：ࣟࣈッࢡ等ࡢ安定質量㸦t㸧 

H：設計波高㸦m㸧 

ρr：ࣟࣈッࢡ等ࡢ密度㸦t/m3㸧 

ρ0：海水ࡢ密度㸦t/m3㸧 

θ：法面ࡀ水平面ࡍ࡞࡜角 

KD：ࣟࣈッࢡ等ࡢ安定数 

 

 

㸦「㸧 ハࢻソン式㸦ࢻ࣭࣮ࢼࣈࣞࣈネリ࣮式㸧 

 

� = ����

���
�� ��⁄ − 1�� (1-2-2) 

ここࠊ࡟ 

W：ࣟࣈッࢡ等ࡢ安定質量㸦t㸧 

H：設計波高㸦m㸧 

ρr：ࣟࣈッࢡ等ࡢ密度㸦t/m3㸧 

ρ0：海水ࡢ密度㸦t/m3㸧 

Ns：ࣟࣈッࢡ等ࡢ安定数 

 

 

㸦」㸧 マウンࢻ天端水深ࡿࡼ࡟使用算定式ࡢ使いศけ 

KD値ࡼ࠾びNS値ࠊࡣ水理模型実験ࡾࡼ࡟適ษ࡟設定ࡿࡍこࡀ࡜望まࡋいࠕࠊࡀ参考図書 p.99 第

2 編 第 4 章 4.4 波力に対するȖロック等の安定質量Ტ2Უ構造形式Кの安定質量 ĭ混成堤捨石

マウンドࠖ࡟示さࡼࡿࢀうࠊ࡟以ୗを参考࡚ࡋ࡟設定ࡼࡶ࡚ࡋいࠋ 

混成堤捨石マウンࡢࢻ港外側ࡢ被覆材ࡢ安定質量ࠊࡣ一般的࡟NS値を用いࡓハࢻソン式ࡾࡼ࡟

算定ࠊࡋNS 値ࡣ混成堤捨石マウンࢻを想定ࡓࡋ信頼࡛ࡿࡁ水理模型実験࡟基࡙く値を使用ࠋࡿࡍ

こࡢ際ࠊ当該設計条件ࠊࡀNS値を算出ࡓࡋ水理模型実験ࡢ実験条件ࡢ範ᅖෆ࡝࠿う࠿確認ୖࡓࡋ

࡛使用ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ捨石マウンࢻ天端水深ࡀ浅いࠊ࡝࡞実験条件ࡢ範ᅖ外ࡿ࡞࡜場合ࠊࡣ࡟

表-2.2  ࠋいࡼࡶ࡚ࡋ決定࡟を参考࡝࡞
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 捨石マウンࡢࢻ捨石ࠊࡣ被覆材ࡀ有ࡿ場合ࡣ࡟波ࡢ作用ࡶ弱まࠊ࡛ࡢࡿ質量ࡢ小さいࡢࡶを使

用ࡿࡍこࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀ࡜波力࡚ࡗࡼ࡟被覆層を通ࡾ抜け࡚吸い出さ࡞ࢀいࡼう配慮ࠋࡿࡍ 

 港ෆ側ࡢ被覆材ࡢ安定質量ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ既往ࡢ設計例࡝࡞を参考ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ࡟港ෆ波や施

工時ࡢ波ࡢ条件ࠊ越波࡝࡞を考慮ࠊࡋ必要࡟応࡚ࡌ水理模型実験ࡾࡼ࡟決定ࡿࡍこࡀ࡜望まࡋい

ࡡ概ࡢ安定質量ࡢ被覆材ࡢ港外側ࡣ࡟一般的ࠊࡀ 1/2  ࠋ多いࡀ場合ࡿい࡚ࡋ࡜

 

表-2.2 被覆石等ࡢ安定質量ࡢ算定式 

マウンࢻ天端ࡢ水深 適用式 

－1.5H 以浅 ハࢻソン式を使用 

－1.5H ～ －2.5H 

おT>10s  1.5H ～ －3.0Hが－ ࡣ࡚ࡗあ࡟

ハࢻソン式࡛ࡢ所要質量×。1/10～1/20)ࢻ࣭࣮ࢼࣈࣞࣈ࡜

ネリ࣮式࡛ࡢ所要質量ࡢうࡕ大ࡁい方を適用 

－2.5H 以深 

おT>10s 3.0H－ ࡣ࡚ࡗあ࡟ 以深が 

基礎部࡟作用ࡿࡍ波ࡢ影響ࡀ小さくࡿ࡞こࠊࡽ࠿࡜一般࡟

࡞特殊ࡀ状況ࡢ等ࢀ波や流ࠊࡀい࡞い࡚ࡋ被覆材を設置ࡣ

箇所࠾࡟い࡚ࢻ࣭࣮ࢼࣈࣞࣈࡣネリ࣮式ࡾࡼ算定 

Hࡢ表中ࠊࡋࡔࡓ  ࠋࡿ有義波高。H1/3)࡛あࡢ࡚ࡋ࡜進行波ࡿけ࠾࡟法先水深ࡢ等ࢡッࣟࣈࡣ

 

2.3.2 防波堤の堤頭部・港内側の被覆ブロックの質量 

防波堤ࡢ堤頭部ࠕࠊࡣ参考図書 p.372 第 5 編 第 2 章 2.1.5 防波堤の性能照査Ტ2Უ安全性に関す

る性能照査 Ĭ防波堤の堤頭部ࠖ࡟示さࡼࡿࢀうࠊ࡟波ࡢ集中や巻波ࡢ発生ࡼ࠾び地形条件等࡟

ࡀ飛散等ࡢࢡッࣟࣈ洗掘や被覆ࡢ比べ࡚基礎࡟標準部ࠊࡾあࡀ࡜こࡿࡍ発生ࡀ等ࢀ流࡞急激ࡿࡼ

生ࡿࡌ可能性ࡀ高いࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋ堤頭部ࡢ被覆石࣭被覆ࣟࣈッࡢࢡ質量ࡣ標準部ࡢ質量を割ࡾ

増ࡢࡶࡓࡋࡋを用いࡿこࡀ࡜望まࡋいࠊ࠾࡞ࠋ異形ࣟࣈッ࡛ࢡ覆わࡓࢀ被覆石࣭ 被覆ࣟࣈッࠊࡀࢡ

異形ࣟࣈッࡢࢡ間隙ࡢࡽ࠿抜け出ࡋや飛散ࡢ恐࡞ࡀࢀい場合ࠊࡣ࡟被覆石࣭被覆ࣟࣈッࡢࢡ質量

 ࠋいࡼࡶく࡚࡞行わࡣࡋ増ࡾ割ࡢ

堤頭部ࡢ検討࡟あࠊࡣ࡚ࡗࡓ次ࡢ事項を参考ࡼࡶ࡚ࡋ࡟いࠋ 

1㸧 堤頭部ࡢ被覆石࣭被覆ࣟࣈッࢡや異形ࣟࣈッࡢࢡ質量ࠊࡣ標準部ࡢ質量ࡢ 1.5 倍以ୖ࡜

 ࠋ多いࡀ事例ࡿい࡚ࡋ

「㸧 消波工ࡢࡋ࡞直立堤や混成堤࠾࡟けࡿ被覆石࣭被覆ࣟࣈッࡢࢡ割ࡾ増ࡋ㸦1.5 倍以ୖ㸧

 ࠋ多いࡀ例ࡿい࡚ࡋ࡜堤頭函ศ以ୖࡣい࡚ࡘ࡟範ᅖࡢ
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図-2.1 防波堤堤頭部࠾࡟けࡿ被覆ࣟࣈッࡢࢡ被覆方法 

 

2.3.3 消波工下の被覆ブロックの質量 

消波工付ࡁ混成堤ࡢ消波工ୗࡢ捨石ࡼ࠾び被覆ࣟࣈッࡢࢡ必要質量ࠕࠊࡣ参考図書 p.98 第 2 編 

第 4 章  4.4 波力に対するȖロック等の安定質量Ტ2Უ構造形式Кの安定質量 Ĭ傾斜堤 c)ࠖ࡟準

図-2.2࡚ࡌ を参考࡟決定ࡶ࡚ࡋ良いࠋ 

 

図-2.2 傾斜堤標準断面ᅗ 

 

2.4 設計計算例 

 

2.4.1 混成堤の被覆ブロックの安定質量 

図-2.3  ࠋࡍ計算例を示ࡢ安定質量ࡢࢡッࣟࣈ被覆ࡢ混成堤ࡢ漁港ࡍ示࡟

混成堤ࡣ消波工ࡢ無い断面形式ࠊࡋ࡜設計波ࡢ算定や࣮ࢣソンࡢ安定計算等ࡣ省略ࠋࡿࡍ  
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1

200 6000
1

～

2010
1 1

～ W
S.W.L.+0.0-



1－2－5 

 

  

図-2.3 漁港防波堤計画位置ᅗ 

 

㸦1㸧 設計条件 

1㸧 設置条件 

a㸧 防波堤ࡢ設計延長：120.0m 

b㸧 設置位置ࡢ水深：－10.0m 

c㸧 海底勾配：1/20 

d㸧 漁船等ࡢ利用ࡢ有無：防波堤ࡢෆ側ࡣ特࡟利用࡞ࡋいࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ 

「㸧 海象条件 

a㸧 潮位：H.W.L.＋0.60m L.W.L.±0.00m 

b㸧 設計波：H0’=4.4mࠊ周期 T0=10.0secࠊ波長 L0=156.0m 

波高 H=4.1mࠊ周期 T=10.0sec㸦被覆ࣟࣈッࢡ質量算定࡟用いࡿ波㸧 

c㸧 波ࡢ入射角：防波堤ࡢ法線ࡢ垂線࡟対࡚ࡋ β=5° 

 

マウンࢻ被覆࡟使用ࣟࣈࡿࡍッࡣࢡ図-2.4 Aࡍ示࡟ Aࠋࡿࡍ࡜ࢡッࣟࣈ ࡽ࠿性能値ࡢࢡッࣟࣈ

決まࣟࣈࡿッࢡ構造諸元を表-2.3  ࠋࡍ示࡟

 

 

図-2.4 A  形状ࡢࢡッࣟࣈ

 

表-2.3 A  構造諸元ࡢࢡッࣟࣈ

項目 値 備考 

斜面勾配 1：2.0 1：1.5～1：2.0  範ᅖࡢ

KD値 13.0  

120m

-12m

-11m

-10m

-10m-11m

-12m

-13m

-14m

-14m -13m

-9m

-9m

波向き

北
防
波
堤
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NS値  カタࣟࢢを参照 

公称ࢺン数㸦規格㸧 2t3ࠊt4ࠊt5ࠊt6ࠊt8ࠊt10ࠊt 等 一部抜粋㸦最小 0.5tࠊ最大 75t㸧 

 

図-2.5  ࡿࡍ安定質量を算定ࡢࢡッࣟࣈ被覆ࡿけ࠾࡟堤体断面ࡢ

 

 

図-2.5 堤体断面ᅗ 

 

㸦「㸧 衝撃砕波力ࡢ検討 

堤体断面を図-2.6 参考図書ࠕࠊࡋ仮定ࡾ࠾࡜ࡢ p.88 図 2-4-3 衝撃砕波力の発生についての簡易

的Й定ȕロȸࠖࡾࡼ࡟衝撃砕波力ࡀ生࡞ࡌい࡝࠿う࠿検討ࠋࡿࡍ 

 

 

図-2.6 衝撃砕波力ࡢ検討諸元 

 

1㸧 波ࡢ入射角 β 

β=5°ӌ20° → YES㸦衝撃砕波力発生ࡢ危険性あࡾ㸧 

「㸧 被覆ࣟࣈッࡢୖࢡ水深 d=6.0m 

㸦A ࢡッࣟࣈ 2t 型を想定ࡋ高さを 0.6mࠊマウンࢻ前肩幅を 5.89m  仮定㸧࡟

マウンࢻ法先水深 h=10.0m 

マウンࢻ前肩幅 B1=5.89m 

法先水深 h  波長 L=92.33mࡢ࡛

 ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋ

�
ℎ

= 6.0
10.0 = 0.6 > 0.6 

→ NO 

基礎捨石

-10.00

L.W.L. ±0.00
H.W.L. ＋0.60

-6.60

1 :
 2.

0
1 : 1.5

-6.60

-10.00

L.W.L. ±0.00

-6.60

5.751 :
 2.

0

5.89

-6.00

6
.
0
0

1
0
.
0
0
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」㸧  

 

 

水深 h ࡢ  幅㸦B50㸧=B1=5.89mࢻマウンࡢ深さ࡛ࡢ50%

�ℎ�� = −10.0
2 = −5.0�  

㸦注㸧0.5＜d/hӌ0.6  ࠋࡿࡍ࡜B50=B1ࠊ換え࡚ࡁ置࡜B50をB1ࡣࡁ࡜ࡢ

!��
" = 5.89

92.33 = 0.064 

→ NO 㸦B50/L ࡀ 0.1  NO㸧࡛ࡢ小さいࡾࡼ

衝撃砕波力発生ࡢ危険性 小 

 

㸦」㸧 被覆材ࡢ質量ࡢ算定 

捨石マウンࢻ天端高－6.60mࠊ波高H=4.1m㸦L.W.L.時㸧1.5－ࠊࡾࡼH㸦=－6.15m㸧～－2.5H㸦=

－10.25m㸧ࡿ࡞࡜こࡽ࠿࡜表-2.2 を参照ࠊࡋ以ୗࡢ算定式ࡾࡼ࡟検討を行いࠊ大ࡁい方を適用ࡍ

 ࠋࡿ

࣭ハࢻソン式࡛ࡢ所要質量×㸦1/10～1/20㸧 

 所要質量ࡢネリ࣮式࡛ࢻ࣭࣮ࢼࣈࣞࣈ࣭

約ࡣ最大質量࡞現地࡛入手可能ࠊࡣい࡚ࡘ࡟石材ࠊ࠾࡞ 2t/個࡜仮定ࠋࡿࡍ 

1㸧 石材ࡢ場合 

a) ハࢻソン式 

式㸦1-2-1㸧ࡾࡼ࡟決定ࠋࡿࡍ 

安定数KDࠕࡣ参考図書 資_66 資料 2.9 捨石等のKD値 表 2-9-1 捨石等のKD値ࠖを参 

照ࠊࡋKD=3.5  ࡿࡍ࡜

�' = ����

�� 	
� � 
�� ��⁄ − 1�� 

     = 2.55 × 4.1�
*3.5 × 2.0 × 
2.55 1.03⁄ − 1��+ = 7.812t 

ここࠊ࡟ 

W1：捨石࣭被覆石ࡢ安定質量  

H：設計波高                 H = 4.1 m 

ρr：捨石࣭被覆石ࡢ密度           ρr = 2.55 t/m3 

ρ0：海水ࡢ密度                    ρ0 = 1.03 t/m3 

θ：法面ࡀ水平面ࡍ࡞࡜角度        cotθ=2.0 

KD：捨石等ࡢ安定数              KD=3.5 

 

  �' × � 1
10～

1
20 = 0.781～0.391� 

 

b) ࢻ࣭࣮ࢼࣈࣞࣈネリ࣮式 

式㸦1-2-2㸧ࡾࡼ࡟決定ࠋࡿࡍ被覆ࣟࣈッࡢୖࢡ水深 d=6.0mࠊマウンࢻ法先水深 h=10.0m 

安定数NSࠕࡣ参考図書 p.99 図 2-4-14 捨石ȷ被覆石の安定数ࠖを参照ࠊࡋNS
3=20  ࡜

 ࠋࡿࡍ

   

�
ℎ = 6.0

10.0 = 0.6
≦ 0.6� 

大ࡁい方を適用 
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�/ = ����

���
�� ��⁄ − 1�� = 2.55 × 4.1�

20 × 
2.55 1.03⁄ − 1�� = 2.734t 
ここࠊ࡟ 

W1：捨石࣭被覆石ࡢ安定質量  

H：設計波高                 H = 4.1 m 

ρr：捨石࣭被覆石ࡢ密度            ρr = 2.55 t/m3 

ρ0：海水ࡢ密度                    ρ0 = 1.03 t/m3 

NS
3：捨石࣭被覆石ࡢ安定数         NS

3=20 

 

以ୖࠊࡾࡼW1×(1/10～1/20)＜W2ࡾࡼ被覆石ࡢ質量ࡣ 2.734t 以ୖࡀ必要ࠋࡿ࡞࡜ 

 現地࡛入手可能࡞石材ࡀ最大 2t ࡛あࡿ事ࠊࡽ࠿条件を満ࡓせ࡞い࡛ࡢ被覆材࡚ࡋ࡜被

覆ࣟࣈッࡢࢡ検討を行うࠋ石材を使用ࡿࡍこࡀ࡜可能࡞場合࠾࡟い࡚ࠊࡶ被覆ࣟࣈッࢡ

 ࠋいࡋ望まࡀ࡜こࡿࡍ被覆材を採用࡞経済比較を行い経済的࡜

 

「㸧 被覆ࣟࣈッࡢࢡ場合 

a) ハࢻソン式 

式㸦1-2-1㸧ࡾࡼ࡟決定ࠋࡿࡍ 

 

�' = ����

�� 	
� � 
�� ��⁄ − 1�� 

     = 2.3 × 4.1�
*13.0 × 2.0 × 
2.3 1.03⁄ − 1��+ = 3.252t 

ここࠊ࡟ 

W1：ࣟࣈッࡢࢡ安定質量  

H：設計波高                 H = 4.1 m 

ρr：ࣟࣈッࡢࢡ密度                ρr = 2.3 t/m3 

ρ0：海水ࡢ密度                    ρ0 = 1.03 t/m3 

θ：法面ࡀ水平面ࡍ࡞࡜角度        cotθ=2.0 

KD：ࣟࣈッࡢࢡ安定数             KD=13.0 

 

  �' × � 1
10～

1
20 = 0.325～0.163� 

 

b) ࢻ࣭࣮ࢼࣈࣞࣈネリ࣮式 

式㸦1-2-2㸧ࡾࡼ࡟決定ࠋࡿࡍ 

被覆ࣟࣈッࡢୖࢡ水深 d=6.0mࠊマウンࢻ法先水深 h=10.0m 

安定数NSࡣA NSࠊࡋを参照ࢢカタࣟࡢࢡッࣟࣈ
3=75  ࠋࡿࡍ࡜

 

�/ = ����

���
�� ��⁄ − 1�� = 2.3 × 4.1�

75 × 
2.3 1.03⁄ − 1�� = 1.128t 
ここࠊ࡟ 

W2：ࣟࣈッࡢࢡ安定質量  

H：設計波高                 H = 4.1 m 

ρr：ࣟࣈッࡢࢡ密度                ρr = 2.3 t/m3 

ρ0：海水ࡢ密度                    ρ0 = 1.03 t/m3 
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NS
安定数             NSࡢࢡッࣟࣈ：3

3=75 

 

以ୖࠊࡾࡼW1×㸦1/10～1/20㸧＜W2ࡾࡼA ࢡッࣟࣈ 2t 型㸦実質量 2.056t㸧を使用ࠋࡿࡍ 

 

」㸧 防波堤ࡢ堤頭部࣭港ෆ側ࡢ被覆ࣟࣈッࡢࢡ質量 

堤頭部ࡣ港外側所要質量ࡢ 1.5 倍以ୖࠋࡿࡍ࡜ 

 

�′ = �/ × 1.5 = 1.128 × 1.5 = 1.692t 
 

Aࡾࡼ ࢡッࣟࣈ 2t 型㸦実質量 2.056t㸧を使用ࡿࡍ 

港ෆ側ࡣ港外側所要質量ࡢ 1/2 程度ࠋࡿࡍ࡜ 

 

�′ = �/ × 1
2 = 1.128 × 1

2 = 0.564t 
 

Aࡾࡼ ࢡッࣟࣈ 1t 型㸦実質量 1.051t㸧を使用ࡿࡍ 

ୖ記計算ࡾࡼ被覆ࣟࣈッࢡを設置ࡓࡋ標準部ࡢ断面ࡣ図-2.7   ࠋࡿ࡞࡟うࡼࡢ

 

 

 

図-2.7 完成堤体標準断面ᅗ 

 

 

2.4.2 異形ブロック被覆混成堤の被覆ブロックの安定質量 

図-2.8  ࠋࡍ計算例を示ࡢࢡッࣟࣈび被覆ࡼ࠾ࢡッࣟࣈ異形ࡢ混成堤ࡁ消波工付ࡢ漁港ࡍ示࡟

ここ࡛ࠊࡣ設計波ࡢ算定や࣮ࢣソンࡢ安定計算ࠊ消波工ࡢ異形ࣟࣈッࡢࢡ質量計算等ࡣ省略ࠋࡿࡍ 

 

基礎捨石

-10.00

L.W.L. ±0.00
H.W.L. ＋0.60

-6.60

1 :
 2.

0
1 : 1.5

-6.60

-10.00

Aブロック2t型 Aブロック1t型



1－2－10 

 

 

図-2.8 漁港防波堤計画位置ᅗ 

 

㸦1㸧 設計条件 

1㸧 設置条件 

a㸧 設置位置ࡢ水深：－6.0m 

b㸧 海底勾配：1/30 

「㸧 海象条件 

a㸧 潮位：H.W.L.＋1.50m L.W.L.±0.00m 

b㸧 設計波：H0’=5.29mࠊ周期 T0=11.0sec㸦換算沖波㸧 

波高 H=4.89mࠊ周期 T=11.00sec㸦異形ࣟࣈッࢡ質量算定࡟使用ࡿࡍ波㸧 

」㸧 そࡢ他 

消波工ࡢ異形ࣟࣈッ10：ࢡt 型㸦実質量 9.577t㸧 

 

図-2.9  ࠋࡍ堤体断面を示ࡿࡍ想定࡟

 

図-2.9堤体断面ᅗ 

 

㸦「㸧 消波工ୗࡢ被覆ࣟࣈッࡢࢡ質量 

消波工ࡢ異形ࣟࣈッࡢࢡ質量ࡣ式㸦1-2-1㸧ࡾࡼ࡟W=9.565t  ࠋ㸧ࡿࡍ省略ࡣ㸦計算過程ࡿ࡞࡜

被覆ࣟࣈッࡢࢡ質量ࠕࡣ参考図書 p.98 第 2 編 第 4 章  4.4 波力に対するȖロック等の安定質量

Ტ2Უ構造形式Кの安定質量 Ĭ傾斜堤 c) ࡢࢡッࣟࣈ異形ࡢ消波工࡚ࡌ準ࠖ࡟ 1/10～1/20 程度ࡍ࡜

ࡢࢡッࣟࣈ異形ࠊࡾࡼ࡜こࡿࡁ࡛ࡀ࡜こࡿ 1/10 程度を想定ࠊࡋ 

 

-10m

-4m

-4m

-6m

-6m

波向き

南
防
波
堤

-8m

-10m

-8m

-12m

-12m

-6.00
基礎捨石

H.W.L. ＋1.50

L.W.L. ±0.00

1:
1.
5

1:
1.
5 1:1.5

異形ブロック10t型㸦乱積㸧

3.70

+6.50

-4.00 1:1.5

被覆ブロック
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�′ = � × 1
10 = 9.565 × 1

10 = 0.957t 
 

図-2.5 表-2.3ࡢ前述ࠊࡾࡼ Aࡓࡋ示࡟ ࢡッࣟࣈ 1t 型㸦実質量 1.051t㸧を採用ࠋୖࡿࡍ 記計算ࡼ

消波工㸦天端ࡾ 2 個以ୖ㸧ࡼ࠾び被覆ࣟࣈッࢡを設置ࡓࡋ断面ࡣ図-2.10  ࠋࡿ࡞࡟うࡼࡢ

 

 

図-2.10 標準断面ᅗ 
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